
サッカーにおけるパスワークについての統計的分析
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� はじめに

身体能力や体格に劣る日本代表の目指すサッカーは、

『組織的な守備と素早いパスワーク』と言われている。����

参照� そこで、『パス』に注目して統計的分析を行った。

� データについて

�	仏Ｗ杯、��日韓Ｗ杯、�
独Ｗ杯アジア予選、��コ

ンフェデレーションズ杯、これら世界二大大会の試合の録

画からデータを抽出した。今回用いたデータは、各大会 �

試合ずつの日本戦 
�試合分である。データは、攻撃時の

パスを細かく分類したものを変数とし、戦術を研究した

大西 �
�では言及していないパスの質について導き出すこ

とに重点を置いた。具体的には、攻撃時のパスの種類・方

向・長さ・タッチ数・パス後のプレーが続くか、シュート

に繋がるかである。

� 解析方法

パスワークの特徴を掴むため数量化 ���類を、どのよう

なパスワークからシュートに繋がるかを推測するため数

量化 ��類を、さらに、パスワークによるチームのグルー

プ分けをし，より解析を深めるためクラスター分析を用

いた。

� 数量化 ���類による解析結果

以下に、解析結果の一例を示す。第二軸までの意味

付け、及びカテゴリースコアのプロット図から考察を

行った。

��� 日本（対ギリシア、��年）の解析結果

第一軸（固有値 �����）

第一軸のカテゴリースコアは、「後ろ」「ゴロ」「短い」「


タッチ」「続く」が正方向に、「前」「浮き球」「長い」「�

タッチ以上」「シュート」「途切れる」が負方向に大きい値

を取っている。このことから、正方向はパス回しのバック

パス、負方向は前線へのロングフィードであるといえる。

第二軸（固有値 �����）

第二軸のカテゴリースコアは、「前」「中位」「� タッチ」

「シュート」が正方向に、「横」「浮き球」「長い」「�タッチ

以上」「途切れる」が負方向に大きい値を取っている。つ

まり，正方向はシュートに繋がるような前線へのミドルパ

ス（スルーパス等）、負方向は精度の悪いセンタリングと

いえる。

図 �より、グループ分けをすると、センタリング・バッ

クパス・ロングフィード・シュートに繋がる前線へのミ
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図 �� プロット図、日本（対ギリシア）

ドルパスとなる。「シュート」の近くに、「前」「中位」「�

タッチ」のアイテムが位置し、スルーパスやＦＷに当てる

パスからシュートに繋げていると考えられる。

��� 考察

日本の全試合に共通して、プレーが途切れる前線へのロ

ングフィードと、パス回しのバックパスと意味付けできる

軸が存在している。よって、日本はどの試合でも相手ＤＦ

の裏を狙う、または一気に前線に繋ごうとしていること、

バックパスで攻撃を組み立てていることがわかった。

また、日本の対戦相手全 
�チーム中 
�チームが、セ

ンタリングと意味付けできる軸が第二軸までにあり、セン

タリングが攻めの一つの形となっているといえる。その

一因として、対戦相手の日本の選手の高さが他国に劣るこ

とが挙げられる。他にも、アルゼンチンやロシアのよう

に、バックパスからシュートに繋げているチームがあり、

ゴール前まで攻め込めていることや、ロングシュートが打

てる選手がいることも推測できる。

� 数量化 ��類による解析結果

まず、�アイテムと、外的基準「シュートに繋がる」か

「繋がらない」を用い解析を試みたが、その結果はうまく

いかない場合が多かった。そこで、パスの繋がりを見るた

めにも 
つずつのパスのデータを、�つずつ繋げたもので

同様に解析した。なお、このデータは � つずつ繋げてい

るので、アイテムは 	つになり、アイテム名の後に �
����

とし、
本目と �本目のパスを区別した。以下に、具体的

な解析結果の一例を示す。



表 �� 数量化 ��類、日本（対ジャマイカ、��）

アイテム　 カテゴリー スコア 偏相関係数　 範囲　
　　　　　　　 前 �����

パスの方向 横 ������ ����� �����

（１） 後ろ ��		�

パスの種類 ゴロ ����� ���
� �����

（１） 浮き球 ����	�

　　　　　　　 短い ����	

パスの長さ 中位 ����� ��	�� ���
�

（１） 長い ���
��

　　　　　　　 １タッチ ���	�

タッチ数 ２タッチ ������ ���	� ���
�

（１） ３タッチ以上 �����

　　　　　　　 前 ���	�

パスの方向 横 �����
 ��	�� �����

（２） 後ろ �����

パスの種類 ゴロ ����� ����� �����

（２） 浮き球 �����	

　　　　　　　 短い ������

パスの長さ 中位 ������ ����� ��	�	

（２） 長い �����

　　　　　　　 １タッチ ���



タッチ数 ２タッチ ���
� ����� ��	
�

（２） ３タッチ以上 ������

シュート 　　 繋がらない ����� 相関比
（外的基準） 繋がる ������ ����	

��� 日本（対ジャマイカ、��）の解析結果

相関比は ���
�。レンジは、「パスの長さ �
�」「タッチ

数 �
�」「タッチ数 ���」の順で大きくなる。偏相関係数の

高い順序は「タッチ数 �
�・���」「パスの方向 ���」となっ

た。よって、シュートに繋げるには、「横」「長い」「�タッ

チ」のパス後に、「横」「短い」・「中位」「�タッチ以上」の

パスが有効、言い換えれば、サイドチェンジの後に、平行

へショートパスをすれば、シュートに結びつくという結果

である。このパスワークは、サイドを大きうことで、相手

ＤＦの動きを止めることができ、当時、日本の得意として

いたサイド攻撃の特徴が表れた結果といえる。

��� 考察

偏相関係数とレンジの値から「シュートに繋がる」よう

なパスの要因は、「パスの方向 �
�・���」「タッチ数 �
�・

���」「パスの長さ ���」等である。加えて、そのアイテム

のカテゴリーは試合・チームによって違いがあり、日本

（対チュニジア）のように中盤でキープできる場合は「前」

へ多い「タッチ数」であるが、日本（対ブラジル）のよう

に中盤で相手の厳しいチェックがある場合は「後ろ」に少

ない「タッチ数」でのパスワークを強いられている。この

ように、�つずつ繋げたパスデータを用いると、中盤のパ

スワークが成熟しているか、相手のプレッシャーがきつい

かを推測できることがわかった。

� クラスター分析

数量化 ��� 類 �� 類の解析で得られた各カテゴリースコ

アを、意味付けを元に、主要な軸のロングフィードとセン

タリングの方向をそろえるため前処理してから解析した。

以下に数量化 ���類の結果を用いたクラスター分析結果を

示す。デンドログラムより、３つのクラスターで分けた。

第 �群 �日本（対アルゼンチン、�	）など ��個�

正方向がロングフィードまたはセンタリング、負方向がパ

ス回しの前後へのショートパスの群といえる。この群は、

総数の � 割弱を占め、年代やチームに関係なく使われて

いるパスワークであることがわかる。

第 �群 �ブラジル（対日本、��）など �個�

正方向が「シュート」に繋がるような前線へのミドルパス

（スルーパス等）、負方向がサイドチェンジまたはバックパ

スの群といえる。この群に属するチームの共通点として、

中盤での支配率が高くパス回しも多いことが挙げられる。

第 �群 �ロシア（対日本、��）など 
�個�

正方向が平行へのミドルパス、負方向が「シュート」に繋

がるようなバックパス・前線へのミドルパスの群といえ

る。この群は、「シュート」までのパスワークが他群とは

異なり、例えば、ポストプレーやスルーパス等である。

��� 考察

ロングフィードやセンタリングの大きいパスによる攻

撃が、戦術の中に多く取り入れられていることが確認でき

た。グループ分けをすることにより、他のチームには無

いパスワークが浮き彫りになった。例えば、アルゼンチ

ンは、中盤で高い技術を必要とするパスワークを展開し、

早いショートパス後に大きいバックパスをするという、独

特のパスワークからシュートに繋げていることがわかる。

また、メキシコは、実際の試合でも大きくグラウンドを使

い個人技と細かいパス回しで、中盤を支配しており、メキ

シコのパスワークは、単純な大きいパスではなく、中盤で

細かくパスを繋ぐ組織的な攻撃であるといえる。

� まとめ

これらの解析結果より、パスデータから中盤のパスワー

クが成熟しているかを予測できることがわかった。まず、

前線へのロングフィード・センタリング・バックパスは、

サッカーのパスワークの常套手段であることがいえる。

また、日本については、センタリングからの攻めを柱と

し、加えてスルーパスやポストプレー等年代毎に新たなパ

スワークが増えており、攻撃のバリエーションが増えてい

ることが見てとれた。日本以外のチームは、例えばブラジ

ルはカウンター攻撃、ギリシアは細かいパス回しをする等

チーム毎の特徴が出た結果となった。

� おわりに

日本代表のパスワークの発展を、ＶＴＲから抽出したパ

スデータから導き出すことができよかったと思う。今後

の日本サッカーのさらなる発展を期待したい。
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